第3週　LL（Language Laboratory）教室の利用

1. LLの背景

1 英語教授法の変遷

Grammar-Translation Method→Oral Approach (Audio-Lingual Method)→ Communicative Approach

2 Oral Approach (Audio-Lingual Method)
LL活動の理論的背景であるOral Approachは、構造言語学（オペラント学習理論）と行動主義心理学に基づくものである。構造言語学は、言語には特有の構造と規則体系があり、その構造を習得することが言語の習得に結びつくと考える。一方、行動主義心理学は、人が言語を習得する過程は言語刺激に対する言語反応が習慣化したものであり、言語活動を繰り返し行うことが言語の習得に結びつくと考える。つまり、言語の構造のパターンをひとつひとつ繰り返して練習し、自動的に口に出るまでに訓練することが外国語学習の正しい方法であると考えている。

3 LLの衰退

理論的背景であるOral Approach（丸暗記や機械的な受け答え）への批判、機器操作が煩雑、授業時間の減少

4 LLの復活

CALL（Computer-Assisted Language Learning）

2. LLの特長

1 生徒が音声に集中できる（雑音なし、座席の位置関係なし）

2 生徒が何回も反復して音声を聞ける

3 生徒が発音した音声を録音し、モデルの音声と比較できる

4 先生－生徒、生徒－生徒の会話がヘッドセットでできる

5 先生→全生徒、１生徒→全生徒に音声を聞かせることができる

6 先生は個々の生徒の音声をモニターでき、指導できる

7 VTRや教材投影機により、視覚教材も提示できる

3. LLの利用

1 Pattern Practice（言語の構造の習得） 

音声：
I like playing tennis.

生徒：
I like playing tennis.

音声：
Listening to the radio.

生徒：
I like listening to the radio.

音声：
I like listening to the radio.

2 Mim-Mem Practice (mimicry-memorization practice、言語活動の習慣化) 

Four-Phase Drill

刺激（stimulus）：

I like playing tennis.（音声）

反応（attempted response）：
I like playing tennis.（生徒）

正反応（correct response）：
I like playing tennis.（音声、先生）

反復（repetition）：

I like playing tennis.（生徒）

3 特長的な使い方 

a. 様々なメディア（カセットテープ、ビデオ、CD、DVDなど）を音声教材として利用する
b. 生徒に自分の聞き取りにくいところ、発音しにくいところを反復して聞かせる

c. 生徒に自分の発音を録音させ、モデルの音声と比較させる

d. 生徒に発音させ、先生は個別にモニターし、指導する
e. 生徒を選んで、その生徒の発音をみんなに聞かせる

f. 生徒のペアをつくりロール・プレイをさせる

g. アナライザーを利用して生徒の到達度を知る
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